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	共生社会の実現に向けた�取り組みと社会課題について
	『認知症の本人と家族の切実な声こそが、すべての施策や制度設計の出発点であること』��「私たちのことを、私たち抜きに決めないで」
	「本人中心の視点」の徹底と社会参加
	　家族介護者の孤立防止と�「介護保険制度の堅持・充実」
	地域における「切れ目のない」�支援体制の構築
	「共生社会」という言葉が美しい理念だけで終わらないよう、�「認知症になってもA、あるいはその家族になっても、自分らしい生活を諦めず、今の地域で尊厳をもって安心して暮らし続けられること」が、国の施策と制度の最終目的でなければならなりません。

